
凡 例 

数字の単位未満については原則として四捨五入をしたため、総数と内訳が一致しない

場合がある。 

統計表中の記号の意味は次のとおりである。 

（－） 当該数値がないもの 

（…） 当該数値が得られないもの 

（0.0） 単位未満の数値であるもの 

（△） マイナスのもの 


